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ＦＵ (Nihon Fukushi University) 版介護負担感尺度を

















































ら 14），Lawton ら 8）の尺度を参考に作成されており，広





































































































































NFU 版介護負担感尺度 改訂版 NFU 介護負担感尺度
1.  世話はたいした重荷ではない※ 1.  世話はたいした重荷ではない※





4.  世話の苦労があっても前向きに考えていこうと思う※ 3.  世話の苦労があっても，前向きに考えていこうと思う※
5.  病院や施設で世話してほしいと思うことがある
6.  世話で家事やその他のことに手が回らなくて困る 4.  世話で家事や子育てなどに手が回らなくて困る
7.  今後，世話が私の手に負えなくなるのではないかと心
　  配になってしまう
8.  世話をしていることで近所に気がねをしている 5.  介護サービスの利用は，親族や近所に気兼ねがある
9.  もし少しでも代わってくれる親族がいれば，世話を代
　  わってほしいと思う
10. 世話で精神的にはもう精いっぱいである 6.  世話で精神的には，もう精いっぱいである





13. お世話のために，経済的負担が大きくて困る 9.  お世話のために，経済的負担が大きくて困る




















































全体 A 地域 B 地域 C 地域 D 地域
対象者数 7271 名 3263 名 1681 名 1179 名 1148 名
回収数 3610 名 1526 名 832 名 662 名 590 名
回収率 49.6% 46.8% 43.3% 56.1% 51.4%
分析対象者数 2792 名 1203 名 642 名 516 名 431 名
表４　調査の対象者数，回収率，および分析対象者数
表５　対象者の基本属性
全体 A 地域 B 地域 C 地域 D 地域
年齢
65 歳未満 1847（67.1）　 804（67.7）　 411（64.8）　 356（70.4）　 276（64.9）　
65 歳以上  906 （32.9）　 384（32.3）　 223（35.2）　 150（29.6）　 149（35.1）　
性別
男 584（21.0）　 259（21.5）　 142（22.3）　 105（20.6）　 78（18.2）　
女 2192（79.0）　 944（78.5）　 494（77.7）　 404（79.4）　 350（81.8）　
続柄
配偶者 748（27.0）　 335（28.0）　 177（27.7）　 114（22.4）　 122（28.6）　
娘 661（23.8）　 301（25.1）　 159（24.8）　 115（22.6）　 86（20.1）　
嫁 984（35.5）　 420（35.1）　 198（30.1）　 204（40.1）　 162（37.9）　
息子 284（10.2）　 114　（9.5）　 76（11.9）　 56（11.0）　 38　（8.9）　

































































1.  世話はたいした重荷ではない 14.8 45.7 25.6 13.9 
2.  趣味・学習・その他の社会的活動などのために使える自分の自由
　  な時間が持てなくて困る
20.4 46.0 26.7 6.9 
3.  世話の苦労があっても，前向きに考えていこうと思う 35.3 51.8 11.4 1.6 
4.  世話で家事や子育てなどに手が回らなくて困る 7.7 36.8 42.4 13.1 
5.  介護サービスの利用は，親族や近所に気兼ねがある 2.0 11.7 33.8 52.4 
6.  世話で精神的には，もう精いっぱいである 16.6 39.9 32.9 10.6 
7.  自分が最期までみてあげたいと思う 53.0 34.6 10.0 2.4 
8.  世話していると，自分の健康のことが心配になってしまう 27.9 47.3 18.8 5.9 
9.  お世話のために，経済的負担が大きくて困る 10.0 30.2 40.9 18.9 
10. お世話のことで，家族・親族と意見があわなくて困る 6.2 22.0 40.4 31.4 
11. お世話のために，夜眠れなくて困る 8.7 28.3 39.1 23.9 
12. 介護を受けている方本人の希望や反応を，言葉で確認できなくて
　  困る




























6.  世話で精神的には，もう精いっぱいである 　　　0.81 　　   0.01 　　  -0.11 
4.  世話で家事や子育てなどに手が回らなくて困る 　　　0.75 　　   0.03 　　  -0.12 
11. お世話のために，夜眠れなくて困る 　　　0.74 　　   0.17 　　  -0.04 
2.　趣味・学習・その他の社会的活動などのために使える自分の自由な時間が
　  持てなくて困る
　　　0.71 　　   0.10 　　  -0.24 
9.  お世話のために，経済的負担が大きくて困る 　　　0.66 　　   0.03 　　   0.05 
8.  世話していると，自分の健康のことが心配になってしまう 　　　0.66 　　   0.06 　　  -0.19 
12. 介護を受けている方本人の希望や反応を，言葉で確認できなくて困る 　　　0.56 　　   0.13 　　   0.02 
10. お世話のことで，家族・親族と意見があわなくて困る 　　　0.53 　　  -0.25 　　   0.36 
3.  世話の苦労があっても，前向きに考えていこうと思う 　　  -0.12  　　　0.76 　　  -0.07 
7.  自分が最期までみてあげたいと思う 　　  -0.19  　　　0.74 　　  -0.03 
1.  世話はたいした重荷ではない 　　   0.04  　　   0.36 　　　0.65 
5.  介護サービスの利用は，親族や近所に気兼ねがある 　　   0.37  　　  -0.04 　　　0.62 
固有値 　　   3.94 　　   1.38 　　   1.06 
寄与率 　　 32.79 　　 11.47 　　   8.85 
表７　主成分分析の結果
A 地域 B 地域 C 地域 D 地域
成分 1 成分 2 成分 3 成分 1 成分 2 成分 3 成分 1 成分 2 成分 3 成分 1 成分 2 成分 3
6.  世話で精神的には，もう精いっぱいである 　0.82 　0.00 　0.09 　0.81   -0.06 　0.13 　0.78 　0.04 　0.00 　0.81   -0.03 　0.08 
4.  世話で家事や子育てなどに手が回らなくて困る 　0.75   -0.03 　0.09 　0.78   -0.04 　0.07 　0.73   -0.02   -0.05 　0.76   -0.07 　0.26 
11. お世話のために，夜眠れなくて困る 　0.75   -0.16 　0.01 　0.71   -0.19 　0.12 　0.74   -0.17 　0.10 　0.77   -0.19 　0.00 
2.  趣味・学習・その他の社会的活動などのために使
　  える自分の自由な時間が持てなくて困る 　0.71   -0.15 　0.18 　0.72   -0.07 　0.25 　0.69   -0.12   -0.22 　0.68   -0.02 　0.30 
9.  お世話のために，経済的負担が大きくて困る 　0.66   -0.05   -0.02 　0.60 　0.07   -0.13 　0.69   -0.08   -0.11 　0.72   -0.01 　0.02 
8.  世話していると，自分の健康のことが心配になっ
　  てしまう 　0.66   -0.08 　0.19 　0.63   -0.01 　0.26 　0.67   -0.07 　0.02 　0.69   -0.01 　0.14 
12. 介護を受けている方本人の希望や反応を，言葉で
　  確認できなくて困る 　0.55   -0.11   -0.03 　0.58   -0.19   -0.03 　0.58   -0.24 　0.08 　0.56   -0.04   -0.12 
10. お世話のことで，家族・親族と意見があわなくて
　  困る
　0.49 　0.29   -0.35 　0.56 　0.08   -0.40 　0.58 　0.28   -0.01 　0.52 　0.31   -0.33 
3.  世話の苦労があっても，前向きに考えていこうと
　  思う
　0.10  　0.77   -0.05 　0.21 　0.77   -0.05 　0.14 　0.73 　0.03 　0.06 　0.74   -0.13 
7.  自分が最期までみてあげたいと思う 　0.18 　0.74   -0.02 　0.25 　0.74   -0.12 　0.16 　0.67   -0.55 　0.15 　0.77 　0.09 
1.  世話はたいした重荷ではない 　0.04 　0.38 　0.64   -0.06 　0.25 　0.66   -0.07 　0.47 　0.51   -0.17 　0.18 　0.71 
5.  介護サービスの利用は，親族や近所に気兼ねがある 　0.32 　0.07   -0.68 　0.38   -0.11   -0.50 　0.44 　0.21 　0.57 　0.40   -0.05   -0.54 
固有値 　3.87 　1.44 　1.09 　3.95 　1.31 　1.05 　4.01 　1.43 　0.97 　4.09 　1.31 　1.13 
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合計得点 27.00   　 5.44　　
主観負担感得点 19.57   　 4.81　　
継続意志得点 3.41   　 1.18　　
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　　負担度との関連．日本老年医学会雑誌 , 38(3)：360-
　　365（2001）．
